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道
銀
出
資
の
ハ
ル
グ
リ
ー
ン
を
設
立

　
「
新
会
社
に
よ
っ
て
川
上
か
ら
川
下
ま
で
農
業
の
一

連
の
流
れ
に
携
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
が
大
き
い
」

　

２
０
２
０
年
６
月
、北
海
道
銀
行
が
出
資
す
る
地
域

商
社
、株
式
会
社
Ｈハ

ル
Ａ
Ｌ 

Ｇグ

リ

ー

ン

Ｒ
Ｅ
Ｅ
Ｎ（
恵
庭
市
、以

下
ハ
ル
グ
リ
ー
ン
）の
設
立
発
表
記
者
会
見
で
、道
銀
の

笹
原
晶
博
頭
取（
現
会
長
）は
こ
う
期
待
を
込
め
た
。川

上
の
農
業
と
川
下
の
小
売
業
の
連
携
が
進
め
ば
、価
値

の
連
鎖
が
生
ま
れ
、農
家
の
収
益
増
に
つ
な
が
る
。

　

ハ
ル
グ
リ
ー
ン
の
母
体
は
、一
般
財
団
法
人
北
海
道

農
業
企
業
化
研
究
所（
Ｈ
Ａ
Ｌ
財
団
）の
流
通
部
門
だ
。

同
財
団
は
03
年
、農
家
経
営
の
自
立
を
め
ざ
し
て
浦
臼

町
に
創
設
さ
れ
た
。07
年
に
は
財
団
の
流
通
開
発
部
門
、

Ｈ
Ａ
Ｌ
流
通
研
究
セ
ン
タ
ー
を
恵
庭
市
に
創
設
、農
産

物
流
通
の
実
証
実
験
を
続
け
て
き
た
。そ
の
結
果
、大

手
流
通
チ
ェ
ー
ン
な
ど
安
定
的
な
販
売
先
が
確
保
で
き
、

取
扱
高
も
約
15
億
円
に
達
し
た
た
め
財
団
か
ら
分
離

し
、ハ
ル
グ
リ
ー
ン
と
し
て
民
間
経
営
に
移
行
し
た
。

　

新
会
社
の
社
長
に
は
北
海
道
銀
行
の
中
島
英
利
氏

が
就
い
た
。中
島
氏
は
道
銀
で
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
の
推

進
を
担
い
、日
本
公
庫
の
上
級
農
業
経
営
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
の
資
格
も
取
得
し
た「
農
業
通
」だ
。ハ
ル
グ
リ
ー
ン

は
20
年
７
月
の
営
業
開
始
後
、１
年
を
か
け
て
Ｈ
Ａ
Ｌ

財
団
時
代
の
課
題
を
洗
い
直
し
た
。

　

ハ
ル
グ
リ
ー
ン
が
取
り
扱
う
品
目
は
、全
売
上
高
の

６
割
を
占
め
る
タ
マ
ネ
ギ
、同
２
割
の
バ
レ
イ
シ
ョ
を

は
じ
め
、カ
ボ
チ
ャ
、小
麦
、ス
イ
カ
な
ど
12
品
目
。温

暖
化
で
北
海
道
で
も
栽
培
が
可
能
に
な
っ
た
サ
ツ
マ
イ

モ
な
ど
新
作
物
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
。農
作
物
は
道

内
の
約
１
５
０
戸
の
農
家
か
ら
集
荷
し
、大
手
流
通
チ

ェ
ー
ン
や
外
資
系
ス
ー
パ
ー
、生
協
、惣
菜
メ
ー
カ
ー
な

ど
全
国
約
２
０
０
社
に
販
売
し
て
い
る
。恵
庭
市
の
農

産
セ
ン
タ
ー
は
貯
蔵
施
設
、選
果
施
設
の
ほ
か
、自
動

梱
包
施
設
な
ど
の
発
送
機
能
を
備
え
て
い
る
。

安
全
・
安
心
の
農
産
物
で
差
別
化

　

ハ
ル
グ
リ
ー
ン
が
事
業
の
目
的
に
掲
げ
る
の
は
、安

全
・
安
心
を
通
じ
た
北
海
道
農
産
物
の
付
加
価
値
向
上

だ
。農
家
に
は
化
学
農
薬
や
化
学
肥
料
を
慣
行
栽
培
よ

り
50
％
以
上
削
減
す
る
特
別
栽
培
農
産
物
や
有
機
農

産
物
の
生
産
、食
品
安
全
や
環
境
保
全
に
配
慮
し
た
持

続
可
能
な
農
業
の
世
界
基
準
で
あ
る
グ
ロ
ー
バ
ル
Ｇ
Ａ

Ｐ（
Ｇ
‒
Ｇ
Ａ
Ｐ
）の
認
証
取
得
を
推
奨
す
る
。

　

一
戸
当
た
り
の
経
営
面
積
が
大
き
い
北
海
道
の
農

家
は
細
か
な
栽
培
管
理
が
難
し
く
、慣
行
栽
培
か
ら
な

か
な
か
脱
却
で
き
な
い
。ハ
ル
グ
リ
ー
ン
は
ほ
場
の
一

部
で
い
い
か
ら
減
農
薬
を
始
め
よ
う
と
呼
び
か
け
る
。

付
加
価
値
向
上
で
北
海
道
農
業
に
活
力

圧
倒
的
な
生
産
力
を
誇
る
北
海
道
農
業
。だ
が
、北
海
道
が
提
唱
す
る「
国
内
外
の
需
要

を
取
り
込
む
農
業
」の
実
現
に
は
、流
通
や
加
工
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
、農
業
側
の
商
工
業

者
へ
の
提
案
力
が
欠
か
せ
な
い
。安
全
・
安
心
な
農
産
物
づ
く
り
と
食
品
加
工
で
付
加
価
値

を
高
め
、未
来
を
切
り
開
こ
う
と
す
る
パ
イ
オ
ニ
ア
た
ち
を
紹
介
す
る
。

特
集　
い
ま
、北
海
道
農
業
に
注
目
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特集　いま、北海道農業に注目

パ
ー
の
注
文
ご
と
に
発
送
す
る
と
コ
ン
テ
ナ
で
の
輸
送

に
な
る
が
、セ
ン
タ
ー
前
セ
ン
タ
ー
な
ら
ト
レ
ー
ラ
ー

で
大
量
に
運
べ
る
の
で
輸
送
単
価
が
下
が
る
。

　

付
加
価
値
を
高
め
る
た
め
に
、１
次
加
工
品
の
生
産

も
検
討
を
始
め
た
。外
食
や
惣
菜
メ
ー
カ
ー
に
は
、む

き
タ
マ
ネ
ギ
の
真
空
パ
ッ
ク
な
ど
が
人
気
だ
と
い
う
。

「
Ｏ
Ｍ
Ｅ
Ｇ
Ａ
」と
連
携
し
放
棄
地
対
策

　

輸
出
も
小
ロ
ッ
ト
の
実
験
を
始
め
た
。す
で
に
香
港

や
台
湾
に
輸
出
し
、採
算
性
な
ど
を
検
討
し
て
い
る
。

輸
出
は
二
つ
の
ル
ー
ト
で
進
め
て
い
る
。一
つ
は
道
銀

が
出
資
す
る
総
合
商
社「
北
海
道
総
合
商
事
」、も
う
一

つ
は
大
手
ス
ー
パ
ー
の
海
外
店
舗
へ
の
輸
出
だ
。欧
米

系
の
ス
ー
パ
ー
は
Ｇ
‒
Ｇ
Ａ
Ｐ
認
証
を
商
品
の
調
達
基

準
に
し
て
お
り
、Ｇ
‒
Ｇ
Ａ
Ｐ
取
得
農
家
が
多
い
ハ
ル

グ
リ
ー
ン
の
輸
出
拡
大
余
地
は
大
き
い
。

　

ハ
ル
グ
リ
ー
ン
の
も
う
一
つ
の
テ
ー
マ
が
担
い
手
育

成
や
後
継
者
不
足
に
よ
る
耕
作
放
棄
地
の
解
消
だ
。そ

の
課
題
解
決
の
た
め
に
連
携
す
る
の
が
、合
同
会
社

Ｏオ

メ

ガ

Ｍ
Ｅ
Ｇ
Ａ
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ（
士
別
市
、以
下
オ
メ
ガ
）

で
あ
る
。

　

オ
メ
ガ
は
北
海
道
銀
行
や
ハ
ル
グ
リ
ー
ン
、大
規
模

農
家
の
出
資
で
２
０
１
９
年
に
設
立
さ
れ
、中
島
氏
が

代
表
社
員
を
務
め
る
。事
業
は
亜
麻
仁
油
や
エ
ゴ
マ
油

な
ど
の
原
料
を
栽
培
し
搾
油
し
て
販
売
す
る
６
次
産
業

だ
が
、会
社
設
立
の
目
的
の
一
つ
に「
事
業
拡
大
意
欲

の
旺
盛
な
農
業
者
を
集
結
し
て
放
棄
地
問
題
な
ど
の
解

決
に
取
り
組
む
」と
う
た
っ
て
い
る
。ハ
ル
グ
リ
ー
ン
も

オ
メ
ガ
と
と
も
に
、放
棄
地
の
受
け
皿
と
な
る
農
家
を

仲
介
し
、将
来
の
担
い
手
に
な
る
新
規
就
農
者
を
受
け

入
れ
て
い
く
考
え
だ
。

物
を
地
域
の
農
協
に
出
荷
し
て
い
る
が
、農
協
は
一
元

集
荷
で
あ
り
特
別
栽
培
や
Ｇ
Ａ
Ｐ
農
産
物
へ
積
極
的
に

取
り
組
む
と
こ
ろ
は
少
な
い
。大
ロ
ッ
ト
を
扱
う
農
協

と
し
て
は
品
質
ご
と
に
差
別
化
す
る
こ
と
が
仕
組
み
上

難
し
い
か
ら
だ
。減
農
薬
農
家
に
と
っ
て
ハ
ル
グ
リ
ー

ン
は
、新
た
な
出
荷
ル
ー
ト
に
な
る
。

　

力
を
入
れ
る
の
が
、生
産
者
と
の
情
報
の
受
発
信
だ
。

生
産
者
と
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
ア
カ
ウ
ン
ト
を
共
有
し
、道
銀

に
集
ま
る
情
報
や
補
助
金
、ユ
ー
ザ
ー
情
報
な
ど
を
提

供
す
る
。ス
ー
パ
ー
の
バ
イ
ヤ
ー
を
呼
び
、ど
ん
な
農
産

物
が
欲
し
い
か
、ど
ん
な
コ
ン
セ
プ
ト
で
生
産
物
を
扱

っ
て
い
る
か
な
ど
を
聞
く
。生
産
者
と
ユ
ー
ザ
ー
が
情

報
を
共
有
で
き
れ
ば
、ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
農
産
物
の
生

産
が
進
み
、新
た
な
販
路
の
開
拓
に
つ
な
が
る
。

　

生
産
者
と
の
栽
培
契
約
は
、毎
年
２
月
ご
ろ
に
出
荷

す
る
農
産
物
の
栽
培
面
積
を
決
め
、収
穫
物
は
全
量
引

き
取
る
。農
産
物
の
販
売
に
つ
い
て
は
、青
果
物
は
農

協
と
同
じ
委
託
販
売
方
式
だ
が
、穀
物
は
買
い
取
り
方

式
だ
。農
産
物
の
集
荷
は
地
域
の
運
送
会
社
と
契
約
し
、

運
送
会
社
が
収
穫
物
の
入
っ
た
コ
ン
テ
ナ
を
圃
場
で
回

収
し
ハ
ル
グ
リ
ー
ン
に
届
け
る
。

　

一
方
、ス
ー
パ
ー
と
は
毎
年
７
、８
月
に
翌
年
夏
ま
で

１
年
間
の
供
給
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
決
め
る
。販
売
価
格

は
、大
手
流
通
チ
ェ
ー
ン
は
市
場
価
格
を
も
と
に
毎
月

改
定
す
る
が
、外
資
系
ス
ー
パ
ー
は
年
２
回
し
か
改
定

し
な
い
。ハ
ル
グ
リ
ー
ン
は
両
者
を
組
み
合
わ
せ
て
価

格
変
動
リ
ス
ク
を
分
散
し
て
い
る
。

　

物
流
の
効
率
化
に
も
取
り
組
む
。例
え
ば
、ス
ー
パ

ー
に
納
品
す
る
前
に
物
流
会
社
の
共
同
倉
庫
な
ど
に
仮

置
き
し
、ス
ー
パ
ー
の
要
望
に
応
じ
て
小
口
で
納
品
す

る「
セ
ン
タ
ー
前
セ
ン
タ
ー
」方
式
を
採
用
す
る
。ス
ー

Ｇ
‒
Ｇ
Ａ
Ｐ
の
認
証
取
得
を
め
ざ
す
農
家
に
は
、取
得

ま
で
の
工
程
を
細
分
化
し
段
階
的
に
基
準
へ
近
づ
け
る
、

独
自
の
認
証
シ
ス
テ
ム「
Ｈ
Ａ
Ｌ
認
証
」も
用
意
す
る
。

ハ
ル
グ
リ
ー
ン
に
出
荷
す
る
約
１
５
０
戸
の
う
ち
61
戸

が
す
で
に
Ｇ
‒
Ｇ
Ａ
Ｐ
認
証
を
取
得
し
た
。

　

世
界
の
減
農
薬
農
業
は
新
た
な
段
階
に
入
っ
て
い
る
。

Ｅ
Ｕ（
欧
州
連
合
）は
２
０
２
０
年
５
月
の「
Ｆ
ａ
ｒ
ｍ 

ｔ
ｏ 

Ｆ
ｏ
ｒ
ｋ（
農
場
か
ら
食
卓
）戦
略
」で
30
年
ま
で

に
農
薬
リ
ス
ク
の
半
減
を
打
ち
出
し
た
。農
水
省
も「
み

ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略
」で
有
機
栽
培
面
積
を
全

耕
地
の
25
％
に
拡
大
す
る
こ
と
を
め
ざ
し
て
い
る
。コ

ロ
ナ
禍
で
消
費
者
の
食
の
安
全
に
対
す
る
こ
だ
わ
り
も

強
ま
っ
た
。「
有
機
農
業
や
Ｇ
‒
Ｇ
Ａ
Ｐ
が
重
要
な
キ
ー

ワ
ー
ド
に
な
っ
た
。生
産
者
も
そ
の
方
向
に
舵
を
切
る

だ
ろ
う
」と
中
島
氏
は
み
る
。

　

ハ
ル
グ
リ
ー
ン
の
流
通
事
業
は
、農
家
に
出
荷
先
の

選
択
肢
を
増
や
す
狙
い
が
あ
る
。農
家
の
多
く
は
生
産株式会社HAL GREEN代表取締役の中島英利氏
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付加価値向上で北海道農業に活力

　
「
食
べ
物
は
薄
利
多
売
の
世
界
。付
加
価
値
を
付
け

て
も
極
端
に
利
益
率
が
上
が
る
わ
け
で
は
な
い
」と
中

島
氏
。当
面
は
急
な
価
格
変
動
に
耐
え
ら
れ
る
取
扱
高

20
億
円
を
め
ざ
す
。北
海
道
で
は
、ま
だ
小
さ
な
存
在

だ
が
、原
料
農
産
物
の
生
産
に
特
化
し
、そ
の
先
の
加

工
や
販
売
の
工
夫
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
北
海
道
農
業

に
一
石
を
投
じ
て
い
る
。

相
手
先
ブ
ラ
ン
ド
で
伸
び
た
モ
リ
タ
ン

　

農
産
物
の
付
加
価
値
向
上
に
は
食
品
加
工
も
欠
か

せ
な
い
。株
式
会
社
モ
リ
タ
ン
は
そ
の
代
表
例
だ
。

　
「
商
品
に
当
社
の
名
前
が
前
面
に
出
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
」。モ
リ
タ
ン
の
平
井
章
裕
社
長
は
こ
う
言
い
切

る
。代
わ
り
に
出
る
の
は「
北
海
道
産
」だ
。大
手
コ
ン

ビ
ニ
や
ス
ー
パ
ー
、外
食
向
け
な
ど
に
加
工
す
る
冷
凍

食
品
は
約
３
０
０
ア
イ
テ
ム
に
及
ぶ
。

　

コ
ン
ビ
ニ
や
ス
ー
パ
ー
は
、コ
ス
ト
の
か
か
る
自
社

工
場
を
持
た
ず
に
、食
品
安
全
の
認
証
を
取
得
し
た
外

部
の
メ
ー
カ
ー
に
生
産
を
委
託
し
、プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ブ

ラ
ン
ド（
Ｐ
Ｂ
）と
し
て
販
売
す
る
。い
わ
ゆ
る
Ｏ
Ｅ
Ｍ

（
相
手
先
ブ
ラ
ン
ド
に
よ
る
生
産
）だ
。モ
リ
タ
ン
の
主

力
工
場
、岩
見
沢
支
店
総
合
食
品
セ
ン
タ
ー（
以
下
、岩

見
沢
工
場
）も
食
品
安
全
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の

国
際
規
格「
Ｆ
Ｓ
Ｓ
Ｃ
２
２
０
０
０
」の
認
証
を
取
得

し
た
。コ
ン
ビ
ニ
な
ど
に
と
っ
て
モ
リ
タ
ン
は
、「
北
海

道
に
あ
る
秘
密
の
工
場
」だ
。

　

独
自
の
Ｐ
Ｂ
商
品
を
つ
く
っ
て
ほ
し
い
と
の
注
文
は

引
き
も
切
ら
な
い
が
、小
口
の
Ｐ
Ｂ
が
増
え
過
ぎ
る
と
、

多
品
種
少
量
生
産
に
陥
り
生
産
性
が
落
ち
る
。注
文
は

工
場
の
稼
働
を
に
ら
み
な
が
ら
選
別
し
て
い
る
。

　

取
引
先
か
ら
生
産
を
委
託
さ
れ
る
商
品
は
、冷
凍

コ
ロ
ッ
ケ
だ
け
で
年
間
２
億
１
０
０
０
万
個
に
の

ぼ
る
。１
年
間
に
使
用
す
る
原
料
は
バ
レ
イ
シ
ョ
が

１
万
３
０
０
０
㌧
、コ
ー
ン
５
０
０
０
㌧
、カ
ボ
チ
ャ

２
５
０
０
㌧
な
ど
。岩
見
沢
工
場
に
は
１
日
８
時
間
稼

働
で
40
万
食
を
製
造
す
る
加
工
ラ
イ
ン
が
三
つ
あ
り
、

同
一
商
品
な
ら
１
日
１
２
０
万
食
の
生
産
が
可
能
だ
。

　

モ
リ
タ
ン
の
前
身
は
、森
丹
治
氏
が
１
９
４
７
年
に

紋
別
市
に
創
業
し
た
森
丹
治
商
店
で
、水
産
物
や
水
産

加
工
品
を
扱
っ
て
き
た
。高
度
成
長
期
に
は
冷
凍
・
冷

蔵
倉
庫
や
す
り
身
の
加
工
場
を
立
ち
上
げ
、み
ず
か
ら

沖
合
底
引
き
網
漁
業
も
手
掛
け
た
。だ
が
、２
０
０
海

里
水
域
制
限
問
題
を
機
に
水
産
業
の
限
界
を
予
感
し

た
森
社
長
は
、１
９
７
４
年
に
農
産
事
業
に
乗
り
出
し
、

岩
見
沢
に
冷
凍
食
品
の
加
工
工
場
を
建
設
し
た
。水
産

事
業
の
勢
い
が
あ
る
う
ち
に
次
世
代
の
事
業
を
育
て
る

狙
い
だ
っ
た
。

　

新
規
事
業
は
試
行
錯
誤
の
連
続
だ
っ
た
。原
料
を
生

産
す
る
農
家
と
の
信
頼
関
係
づ
く
り
か
ら
始
ま
り
、製

品
開
発
を
何
百
回
と
繰
り
返
す
。在
庫
管
理
の
不
手
際

で
大
量
の
バ
レ
イ
シ
ョ
を
廃
棄
し
た
こ
と
も
あ
る
。

北
海
道
産
小
麦
で
パ
ン
粉

　

成
長
の
契
機
に
な
っ
た
の
は
独
自
技
術
の
開
発
だ
。

例
え
ば
パ
ン
粉
。元
々
は
茨
城
県
の
パ
ン
粉
メ
ー
カ
ー

を
岩
見
沢
に
誘
致
し
、輸
入
麦
で
パ
ン
を
製
造
し
て
い

た
。だ
が
２
０
０
３
年
に
生
産
契
約
が
切
れ
、モ
リ
タ
ン

が
自
前
で
製
造
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。当
時
、ヒ
ッ
ト
し

て
い
た
パ
ン
の
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
、「
焼
き
た
て
直
送
便
」

を
み
た
二
代
目
社
長
の
森
有
司
氏
は
、「
焼
き
た
て
パ
ン

で
パ
ン
粉
を
つ
く
れ
」と
指
示
し
た
。通
常
パ
ン
粉
は
焼

い
た
パ
ン
を
２
、３
日
冷
却
し
固
ま
っ
て
か
ら
裁
断
す

る
が
、焼
き
た
て
は
柔
ら
か
く
て
切
り
に
く
い
。食
品

機
械
メ
ー
カ
ー
と
悪
戦
苦
闘
し
て
粉
砕
機
を
開
発
し
た
。

　

森
社
長
が
出
し
た
も
う
一
つ
の
宿
題
が「
北
海
道
産

小
麦
で
パ
ン
粉
を
つ
く
れ
」。当
時
、道
産
小
麦
の
主
流

は
秋
ま
き
品
種
の「
ホ
ク
シ
ン
」。う
ど
ん
用
の
中
力
系

小
麦
だ
。春
ま
き
で
は「
は
る
ゆ
た
か
」な
ど
パ
ン
用
小

麦
も
生
産
さ
れ
始
め
て
い
た
が
、社
長
は
秋
ま
き
に
こ

だ
わ
っ
た
。普
通
の
農
家
は
春
に
バ
レ
イ
シ
ョ
や
ビ
ー

ト
を
植
え
、収
穫
後
の
秋
に
小
麦
を
ま
く
。春
ま
き
小

麦
は
そ
の
栽
培
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
を
壊
す
と
い
う
理
由

だ
っ
た
が
、ホ
ク
シ
ン
で
作
っ
た
パ
ン
粉
の
評
判
は
悪

く
売
り
上
げ
も
落
ち
た
。秋
ま
き
の「
き
た
ほ
な
み
」や

「
ゆ
め
ち
か
ら
」な
ど
、中
・
強
力
系
の
新
品
種
が
登
場

す
る
ま
で
苦
戦
が
続
い
た
。

　

し
か
し
、自
前
の
パ
ン
粉
生
産
は
モ
リ
タ
ン
の
大
き

な
強
み
に
な
っ
た
。例
え
ば
、コ
ロ
ッ
ケ
は
パ
ン
粉
や
鶏

卵
な
ど
衣
の
重
量
が
全
体
の
約
４
割
を
占
め
、衣
の
品 株式会社モリタン代表取締役の平井章裕氏
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特集　いま、北海道農業に注目

道
の
農
家
は
経
営
面
積
が
大
き
い
か
ら
、内
地
に
比
べ

は
る
か
に
少
な
い
数
の
農
家
で
必
要
な
原
料
が
確
保
で

き
る
。農
家
数
が
少
な
け
れ
ば
農
家
ご
と
に
生
じ
る
品

質
の
バ
ラ
つ
き
も
減
る
。加
工
業
者
に
は
こ
れ
も
魅
力

だ
。

　

モ
リ
タ
ン
に
は
三
つ
の
工
場
が
あ
る
。水
産
加
工
の

紋
別
工
場（
紋
別
市
）、冷
凍
野
菜
の
栗
沢
工
場（
岩
見

沢
市
）、そ
し
て
調
理
冷
凍
品
の
岩
見
沢
工
場
だ
。栗
沢

工
場
で
１
次
加
工
し
た
冷
凍
野
菜
な
ど
を
岩
見
沢
工
場

で
加
工
す
る
一
貫
生
産
体
制
が
で
き
て
い
る
。

　

紋
別
工
場
は
13
年
に
、食
品
衛
生
の
高
度
管
理
シ
ス

テ
ム
、Ｅ
Ｕ
向
け
輸
出
の
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
認
証
を
取
得
し

た
。ホ
タ
テ
の
冷
凍
貝
柱
を
輸
出
す
る
予
定
だ
っ
た
が
、

多
発
す
る
低
気
圧
被
害
で
ホ
タ
テ
の
生
産
は
減
り
、海

水
温
の
上
昇
で
鮭
な
ど
の
漁
獲
高
も
減
少
し
た
。ア
レ

ル
ギ
ー
物
資
を
使
用
し
な
い
紋
別
工
場
で
は
、フ
ァ
ミ

リ
ー
レ
ス
ト
ラ
ン
向
け
に
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
の
冷
凍
ド

リ
ア
を
加
工
し
て
い
る
。

　

ホ
タ
テ
の
代
わ
り
に
コ
ロ
ッ
ケ
な
ど
冷
凍
食
品
の
輸

出
に
力
を
入
れ
る
。コ
ロ
ナ
禍
で
減
少
し
た
外
食
や
コ

ン
ビ
ニ
需
要
を
カ
バ
ー
す
る
狙
い
だ
。輸
出
額
は
ま
だ

香
港
や
台
湾
向
け
に
１
億
円
程
度
だ
が
、現
地
の
大
手

弁
当
店
や
フ
ァ
ス
ト
フ
ー
ド
店
か
ら
の
引
き
合
い
が
増

え
、手
ご
た
え
を
感
じ
始
め
た
。

　

北
海
道
の「
第
６
期
北
海
道
農
業
・
農
村
振
興
推
進

計
画
」に
は「
関
連
産
業
と
の
連
携
の
強
化
」が
必
要
と

あ
る
。食
品
産
業
と
農
業
は「
車
の
両
輪
」と
い
わ
れ
て

久
し
い
が
、そ
の
両
輪
は
車
軸
で
つ
な
が
っ
て
い
な
い

か
ら
一
緒
に
回
ら
な
い
と
揶や

揄ゆ

さ
れ
て
き
た
。関
連
産

業
と
の
連
携
に
は
、ハ
ル
グ
リ
ー
ン
や
モ
リ
タ
ン
の
よ

う
に
車
軸
を
通
す
活
動
が
必
要
だ
ろ
う
。�

を
受
け
る
場
合
、バ
レ
イ
シ
ョ
の
品
種
や
カ
ッ
ト
サ
イ

ズ
、パ
ン
粉
の
種
類
、イ
モ
に
混
ぜ
る
コ
ー
ン
や
野
菜
の

種
類
、成
形
の
形
な
ど
細
か
い
オ
プ
シ
ョ
ン
を
ユ
ー
ザ

ー
に
提
示
で
き
る
か
ら
、他
社
は
参
入
で
き
な
い
。

危
機
を
救
っ
た
農
家
と
の
信
頼
関
係

　

モ
リ
タ
ン
の
強
み
は
北
海
道
産
原
料
の
集
荷
力
に
も

あ
る
。原
料
を
確
保
し
て
い
れ
ば
、ユ
ー
ザ
ー
へ
の
提
案

力
は
格
段
に
向
上
す
る
。原
料
生
産
農
家
は
、創
業
者

が
設
立
し
た「
モ
リ
タ
ン
美
生
組
合
」の
組
合
員
約
60

戸
の
ほ
か
、ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
な
ど
作
物
別
組
合
、農
協
、

商
系
な
ど
全
道
に
及
ぶ
。農
家
に
は
年
末
に
翌
年
の
必

要
量
を
提
示
し
、農
家
は
そ
れ
に
応
じ
た
作
付
面
積
を

決
め
る
。豊
作
で
も
作
付
面
積
分
は
全
量
引
き
取
っ
て

い
る
。

　

農
家
と
の
絆
を
再
確
認
し
た
の
は
２
０
１
６
年
８
月

に
三
つ
の
台
風
が
十
勝
地
方
を
襲
っ
た
と
き
だ
。農
作

物
は
甚
大
な
被
害
を
受
け
、価
格
は
は
ね
上
が
っ
た
。頭

を
抱
え
て
い
た
９
月
、十
勝
か
ら
バ
レ
イ
シ
ョ
や
ニ
ン
ジ

ン
を
積
ん
だ
ト
ラ
ッ
ク
が
何
台
も
モ
リ
タ
ン
に
着
い
た
。

泥
に
埋
ま
っ
た
畑
か
ら
掘
り
出
し
た
作
物
だ
。「
モ
リ
タ

ン
さ
ん
は
豊
作
で
他
社
が
引
き
取
り
を
断
っ
た
時
で
も

全
量
引
き
取
っ
て
く
れ
た
。そ
の
恩
返
し
だ
」と
農
家
。

「
創
業
者
か
ら
築
い
て
き
た
農
家
と
の
信
頼
関
係
が
モ

リ
タ
ン
の
危
機
を
救
っ
た
」と
平
井
氏
は
振
り
返
る
。

　

集
荷
し
た
農
産
物
は
温
度
管
理
を
し
な
が
ら
倉
庫

で
保
管
し
、翌
年
の
５
月
ぐ
ら
い
ま
で
に
加
工
し
冷
凍

処
理
を
す
る
。冷
凍
に
す
る
の
は
不
作
時
に
備
え
る
ほ

か
、一
定
の
味
や
食
感
を
維
持
す
る
た
め
だ
。バ
レ
イ
シ

ョ
な
ど
は
収
穫
か
ら
日
数
が
た
つ
と
、味
が
変
化
す
る
。

冷
凍
し
て
お
け
ば
、そ
の
変
化
を
抑
え
ら
れ
る
。北
海

る
と
キ
ツ
ネ
色
に
な
る
。コ
ン
ビ
ニ
の
ア
ル
バ
イ
ト
店

員
が
揚
げ
て
も
色
で
商
品
を
見
分
け
ら
れ
る
。北
海
道

産
米
の「
な
な
つ
ぼ
し
」を
使
っ
た
コ
ン
ビ
ニ
の
リ
ゾ
ッ

ト
コ
ロ
ッ
ケ
で
は
パ
ン
粉
に
天
然
素
材
を
加
え
て
緑
色
、

黄
色
、赤
色
の
模
様
を
衣
に
浮
か
び
上
が
ら
せ
た
。形

も
三
角
形
で
人
目
を
ひ
い
た
。

　
「
他
社
が
ま
ね
の
で
き
な
い
技
術
を
持
つ
こ
と
。そ
れ

が
差
別
化
に
つ
な
が
る
」と
平
井
氏
。コ
ロ
ッ
ケ
の
注
文

質
が
食
感
を
左
右
す
る
。焼
き
た
て
パ
ン
か
ら
作
る
パ

ン
粉
は
し
っ
と
り
と
し
て
、冷
凍
食
品
に
す
る
と
カ
ラ

ッ
と
揚
が
る
こ
と
も
わ
か
っ
た
。モ
リ
タ
ン
で
は「
パ
ン

粉
は
副
原
料
で
は
な
く
主
原
料
」と
位
置
付
け
る
。

　

提
供
す
る
パ
ン
粉
は
10
種
類
。ユ
ー
ザ
ー
の
要
望
に

応
じ
て
使
い
分
け
て
い
る
。衣
の
色
を
変
え
た
商
品
も

開
発
し
た
。冷
凍
の
コ
ロ
ッ
ケ
を
揚
げ
る
と
こ
げ
茶
色

に
な
る
が
、パ
ン
粉
に
天
然
素
材
の
ク
チ
ナ
シ
を
混
ぜモリタンの岩見沢工場では１日約30万個のコロッケを生産する


